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は じ め に 

 

第１回（令和 5年度）でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会の開催にあたって、

関係各位の皆様には絶大なるご支援、ご協力をいただき厚くお礼申し上げま

す。 

北海道産でん粉原料用馬鈴しょにおいては、平成 24 年よりジャガイモシス

トセンチュウ対策としてシスト抵抗性品種への全面切替に向けて、『馬鈴しょ

でん粉の安定供給体制確立に向けた検討プロジェクト』（以降 でん粉プロジ

ェクト）が中心的な役割を担い計画的な切替を取り進め、令和 4年産からシス

ト抵抗性品種 100％切替を実現しております。しかしながら、これら抵抗性品

種について一部地区では収量が安定しないなど、地区毎にそれぞれの土壌・天

候条件に合った栽培技術の確立が急務となっておりました。 

このような中、令和 5年 2月開催の『でん粉プロジェクト』において栽培技

術の確立に向けた取り組みの一環として当共励会の開催が決定し、同年 3月お

よび 5月の『でん粉プロジェクト』において実施方法を検討するとともに、関

係機関と協議を進めてきた経過にあります。 

第１回目として、全道系統でん粉工場より７点の優良事例出展をいただき、

「でん粉プロジェクト委員」および北海道や試験研究機関等により組織された

審査委員会にて厳正な審査のもと、すべての出展について表彰することとなり

ました。 

本報告書は、各出展の栽培概要をまとめたものであり審査委員会における各

賞の受賞理由と合わせて編纂しております。 

当報告内容が幅広く水平展開されて、生産者へ優良技術が普及することによ

り、北海道産でん粉原料用馬鈴しょの生産が安定し、生産量の拡大につながる

ことを願っております。 

最後になりますが初年度としての当共励会実施にあたり、ご協力いただいた

関係各位の皆様に対しまして、改めて心からお礼申し上げます。 

 

令和 6年 3月 

 

馬鈴しょでん粉の安定供給体制確立に向けた検討プロジェクト 
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第 1 回（令和 5 年度）でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 実施要領 

 
１．趣旨 

でん粉原料用馬鈴しょは令和 4 年産を以てジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種に
全て切り替わった経過にあり、北海道産馬鈴しょでん粉の安定供給のため、これら原料馬
鈴しょ新品種の栽培技術の早期確立が求められている。 

そこで、でん粉原料用馬鈴しょ全体の収量向上・安定栽培を実現するべく、他の範とな
る生産実績となった生産農家（生産組織を含む）を表彰し、その優良技術を広く紹介する
ことを目的とした本共励会を開催する。 

 
２．主催団体 

主  催 馬鈴しょでん粉の安定供給体制確立に向けた検討プロジェクト 
事 務 局 ホクレン農業協同組合連合会 
後  援 北海道澱粉工業協会 

 
３．対  象 

（１） でん粉共同計算参加生産者とする。 
（２） 当該年産のでん粉原料用馬鈴しょを作付し、生産物を系統澱粉工場へ出荷した

生産者とする。 
※でん粉原料用馬鈴しょの品種については、当該年産共同計算の専用品種奨励

措置対象品種とする。 
【令和 5 年産 専用品種奨励措置対象品種】 

    アスタルテ、サクラフブキ、アーリースターチ、コナヒメ、コナユタカ、 
パールスターチとし、暫定対象品種としてフリアを対象とする。 

 
４．参加資格 

（１）当該年産の反収が 4.0 トン以上であること。（澱粉工場での歩引き後） 
（２）当該年産のライマン価が 19.5%以上を基本とする。 
（３）栽培技術他データの公表に同意できること。 

 
５．参加手続き 

（１）本共励会への参加申請にあたって、申請推薦者は当該生産者が出荷している系統澱
粉工場の工場長を基本とする。 

（２）本共励会への参加推薦調書は農協を通じて澱粉工場が集約し、事務局へ提出する。 
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６．審  査 
審査は別に定める審査基準により行うものとする。 

 
７．審査委員会 

本共励会では審査委員会を設け審査にあたることとし、審査委員は「馬鈴しょでん粉の
安定供給体制確立に向けたプロジェクト」の構成員（オブザーバー含む）と北海道農政部、
北見農業試験場、北農研センター、全農とし、プロジェクトの事務局長が委員長を務める。 

 
８．表 彰 

審査に基づき、成績が優秀であった生産者について表彰する。 
 
９．公 表 

データの公表は冊子、栽培技術講習会、ホームページ（公益財団法人 北海道農産 
基金協会）等により行うことを基本とする。 

 
１０．その他 
（１）個人情報についてはホクレン農業協同組合連合会が定める「個人情報保護基本方

針」に基づき取り扱う。 
（２）この要領に定めていない事項については必要の都度、審査委員長が別に定める。 
 

以 上 
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令和5年度 でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会審査基準 

１. 令和５年度でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会における審査は、この基準に定めるとこ
ろによる。 

２. 審査は、申請のあった栽培調書についての審査を主体とする。 
３. 審査対象は、令和５年産とする。 
４. でん粉原料用馬鈴しょ作付面積の基準は2.0ha以上とする。 
５．当該年産の反収が4.0ﾄﾝ以上、受入ライマン価19.5％を基準とする。 
６. でん粉原料用馬鈴しょ対象品種は令和５年産共同計算における専用品種奨励措置対象

品種であるアスタルテ、サクラフブキ、アーリースターチ、コナヒメ、コナユタカ、
パールスターチとし、暫定対象品種としてフリアとする。 

７．審査は、次の審査項目毎に栽培調書を基準として評価する。 
（１） 収量並びにライマン価と安定度 
   ア. 収量 

令和5年産農家単収についてJA平均単収値と比較し評価する。 
イ．ライマン価 

令和5年産ライマン価について基準ライマン価である19.5％と比較し評価する。 
ウ．収量の安定度  

３ヵ年平均単収について変動係数に基づき評価する。 
（２） 経営の観点 

ア．輪作体系 
    馬鈴しょを含めた輪作体系の経営努力について評価する。 
（３）土づくり並びに施肥、栽培管理等 

ア．北海道施肥標準量（北海道施肥ガイド２０２０）を目安として評価する。 
イ．透排水性改善や浴光催芽、栽植密度、移植・収穫時期などの営農努力について

評価する。 
８．表彰 

表彰にあたっては審査の結果を受け、以下賞毎に審査委員会にて決定する。 
北海道オホーツク総合振興局長賞 
北海道十勝総合振興局長賞 
全国農業協同組合連合会 麦類農産部長賞 
北海道農業協同組合中央会 農政対策部長賞 
北海道澱粉工業協会 常勤理事賞 

 ホクレン農業協同組合連合会 農産部長賞 
ホクレン農業協同組合連合会 農業総合研究所 作物生産研究部長賞 

以 上 
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役職名 氏名

ホクレン農業協同組合連合会 農産部 部長 長谷川　幸男 委員長

浦幌町農業協同組合 営農販売部 部長 平崎　陽一 委員

士幌町農業協同組合 農工部 部長 尾関　博幸 委員

中札内村農業協同組合 参事 井川　晃博 委員

オホーツク網走農業協同組合 営農部 部長 片平　貴之 委員

清里町農業協同組合 営農部 部長 城村　英樹 委員

小清水町農業協同組合 営農部 部長 遠藤　昌浩 委員

しれとこ斜里農業協同組合 販売部 部長 小野　丈夫 委員

全国農業協同組合連合会 麦類農産部 次長 石村　裕章 委員

北海道農政部技術普及課　北見農試駐在技術普及室 上席普及指導員 片山　正寿 委員

北海道農政部技術普及課　十勝農試駐在技術普及室 主任普及指導員 石村　博之 委員

北海道農政部技術普及課　農業研究本部駐在技術普及室 主査（普及指導） 千葉　健太郎 委員

北海道農政部農産振興課 主幹 今井　慎 委員

北海道農政部技術普及課 主査（普及指導） 木村　篤 委員

グループ長 片山　健二 委員

主査 品田　博史 委員

北海道澱粉工業協会 常勤理事 山本　開造 委員

ホクレン農業協同組合連合会
農業総合研究所　作物生産研究部
　畑作物水稲開発課

課長 田中　宏樹 委員

北海道農業協同組合中央会 農政対策部　米穀農産課 課長 沖崎　慎 事務局

ホクレン農業協同組合連合会 農産部でん粉課 課長 野田　達也 事務局

ホクレン農業協同組合連合会 農産部でん粉課 課長補佐 藤田　周平 事務局

ホクレン農業協同組合連合会 農産部でん粉課 主査 越智　武史 事務局

ホクレン農業協同組合連合会 農産部でん粉課 後藤　花 事務局

計 23名

敬称略

北海道立総合研究機構　北見農業試験場　馬鈴しょ・牧草グループ

第１回（令和５年度）でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会　審査委員会名簿

令和6年2月現在

所属

農業・食品産業技術総合研究機構　北海道農業研究センター
　寒地畑作研究領域　畑作物育種グループ
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第１回（令和 5 年度）でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 審査報告 
 
第１回（令和５年度）のでん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会の出展および審査結果の概要に

ついて、審査委員を代表してご報告申し上げます。 
令和５年産北海道産でん粉原料用馬鈴しょについては、専用品種の作付面積が 13,944ha

（前年産 13,840ha ホクレン調べ）となり、前年より約 104ha 増加いたしました。 
作柄につきましては、春先の播種作業や萌芽は平年並に推移したものの、7 月下旬以降全

道的に極端な高温で推移したことから、原料馬鈴しょの生育は総じて前進して推移いたし
ました。これを受けて地上部が早期に枯れ上がってしまったことで、十分な成熟・肥大期間
を確保することができず、収量は平年並みもしくはやや下回る結果となりました。さらに 9
月の平均気温が平年を大きく上回ったことから馬鈴しょのでん粉蓄積が進まなかったこと
で低ライマン価の原料が多く、でん粉収量としては平年を大きく下回る結果となりました。 

令和 5 年産北海道産馬鈴しょでん粉の生産量については、前年産を 6.8 千ﾄﾝ下回る 148.1
千トン（内系統分 141.6 千トン、ホクレン調べ）となっており、系統工場の平均歩留まりは
20.25％（前年差▲1.32％）、平均ライマン価は 18.12％（前年差▲1.24％）といずれも前年
を下回る結果となっております。 

 
次に本栽培共励会の経過についてご説明申し上げます。令和 5 年度栽培共励会について

は令和 5 年 8 月に系統でん粉工場へ共励会の開催案内が実施され、令和 6 年 1 月までに  
7 点の応募をいただきました。その後令和 6 年 2 月 21 日開催の審査委員会にて出展いただ
いた栽培調書の審査を実施し、全ての出展を表彰することといたしました。 

各賞受賞者の受賞理由と栽培概要は以下のとおりです。 
 
【北海道オホーツク総合振興局長賞】 

≪美幌地方農産加工農業協同組合連合会 推薦≫ 
≪ＪＡオホーツク網走 網走市  藤野 明浩 氏≫ 

   藤野氏はオホーツク農業振興方策（〜将来を目指す姿〜）に沿った豆類を取り入れた
輪作体系を組み、耕作面積 40.37ha に馬鈴しょ・小豆・秋小麦・ビール大麦・てん菜を
作付されております。 

   小麦後作の緑肥としてえん麦を作付けし、土づくりに力を入れており、四年輪作の実
施によって馬鈴しょ過作が助長する土壌病害虫の発生防止に努めておられます。また
融雪作業による生育期間の確保や種いもの手切りなど基本に忠実な栽培技術の実践が
評価されました。また令和 5 年産ライマン価実績が 19.7％と地区平均・全道平均より
高く、これは早期植え付けによる生育期間の確保や株間を狭めること（コナユタカ）に
よる結果と推察されます。 

   藤野氏におかれては JA の馬鈴しょ委員を 10 年以上務められており、また機械利用
組合にも携わるなど、地域の馬鈴しょに限らない農業振興に対して大いに貢献されて
いる点が評価されました。 
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【北海道十勝総合振興局長賞】 

≪南十勝農産加工農業協同組合連合会 推薦≫ 
≪ＪＡ中札内村 中札内村  (有)共進農場 代表者 大島 克仁 氏≫ 

   大島氏は農業法人の代表として、畑作 50.6ha に馬鈴しょ（加工・でん原）・枝豆等青
果・秋小麦・てん菜を栽培しており、適切な四年輪作を基本として経営されております。 

輪作順で、てん菜の後作と位置付けているでん粉原料用馬鈴しょでは、残存窒素を考
慮し追肥を省くなど施肥改善を実施するとともに、地元有機肥料の豚ぷん施肥など土
づくりに熱心に取り組んでいます。 

令和３年産よりジャガイモシストセンチュウ抵抗性品種である「コナヒメ」を作付け
しており、令和 5 年産では品種特性をとらえた疎植栽培を実施し、地区平均に対して
高収量を実現しておられます。これは、日照時間の少ない十勝地区においては、地上部
の生育が旺盛な「コナヒメ」の特性を踏まえ、畝幅・株間を広げた疎植栽培により収量
性を高めたことに起因すると考えられます。 

また、令和 5 年産についてライマン価実績が 19.5％と地区平均・全道平均より高い
水準にあり、これは培土の断面積が大きいことで遮熱対策が働いたのではと推察され
ます。GNSS-RTK ガイダンスの活用で培土中央直下位置の心土を正確にサブソイラで
破砕し、根張りをよくしていることや播種床の作り方にも特徴があり、地域の模範とな
る栽培技術を励行されている点が評価されました。 

 
【全国農業協同組合連合会 麦類農産部長賞】 

≪ＪＡ士幌町 澱粉工場 推薦≫ 
 ≪ＪＡ木野 音更町  青山 徹 氏≫ 
   青山氏は耕作面積 33.26ha に馬鈴しょの他、青果（ブロッコリー・加工用スイートコ

ーン）・小麦・てん菜・雑穀の 5〜6 年輪作を基本としており、緑肥や堆肥を計画的に投
入するなど土づくりに力を入れられております。 

   馬鈴しょについては、種いものヒートショック処理による発芽を揃え、サイズ分けに
よ る 茎 数調 整 を行 っ てお り 、 畝 幅 ・株 間 は やや 狭 い な が らも 令 和５ 年 産反 収
6,166kg/10a は出展中最高値の実績となっている点が評価されました。 

青山氏は令和３年産から「コナヒメ」を作付けしており、比較的安価な防除薬剤の選
定・使用など低コストで栽培に取り組んでいる点も今後の水平展開がしやすく、高収量
と合わせて模範となる栽培体系の実践として評価されました。実際に JA 木野畑作振興
会内部の共励会において、青山氏は令和４年度、５年度とでん粉原料用馬鈴しょで１位
となっており、地区の優良栽培技術として高く評価されました。 

 
【北海道農業協同組合中央会 農政対策部長賞】 

≪ＪＡしれとこ斜里 中斜里澱粉工場 推薦≫ 
≪ＪＡしれとこ斜里 斜里町  山田 武志 氏≫ 

   山田氏は畑作 3 品（馬鈴しょ・秋小麦・てん菜）を中心に 42.43ha を耕作されてお
り、鶏糞や緑肥等による土づくりに取り組まれるとともに、インファロー技術を導入し
た早期培土による土壌病害対策に取り組まれております。 
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また、自動操舵などのスマート農業の導入にも積極的に取り組まれ、スマート農業技
術を活用した肥培管理や欠株対策においては作業効率化に向けた研鑽を常に実施され
ております。さらに、ご自身の圃場についてその特性の分析・把握に努めることで、圃
場毎に株間設定を変更するなど栽培管理・肥培管理を徹底されている点などが評価さ
れました。 

   山田氏は地域の指導農業士として担い手育成に携わり、これら先進的な技術につい
て積極的に発信されており、地区の生産振興に大いに貢献されております。 

以上を総体的に評価し、この度表彰することとなりました。 
 
【北海道澱粉工業協会 常勤理事賞】 

≪ＪＡこしみず 澱粉工場 推薦≫ 
≪ＪＡこしみず 小清水町  坂東 幸男 氏≫ 
  坂東氏は耕作面積 44.27ha に馬鈴しょの他、青果（牛蒡・人参）・小麦・てん菜の 3

〜4 年輪作を基本として、堆肥施用や硫酸マグネシウム追肥など土づくりや透水性確保
に取り組まれ、種いも植付時に殺センチュウ剤を施用するとともに、品種によって基肥
量を変えるなど病害対策・施肥設計に努められております。また、ご自身の各圃場の土
壌分析による土壌化学性把握とともに、地区特性に合った栽培管理にも努められてお
ります。 

  なお、坂東氏の 10a あたり収量の成績については、３カ年産連続 5,000 ㎏/10a 以上
の成績を収められており、安定して収量確保されている高い栽培技術が評価されまし
た。また地元 JA の澱原馬鈴薯対策委員も務められており、地域の馬鈴しょ生産振興に
貢献されている点も評価されております。 

 
【ホクレン農業協同組合連合会 農産部長賞】 

≪ＪＡ清里町 でん粉工場 推薦≫ 
≪ＪＡ清里町 清里町  中平 哲也 氏≫ 
  中平氏は耕作面積 57.6ha に馬鈴しょの他、小麦（秋・春）・てん菜・大豆を栽培した

四年輪作を基本とし、緑肥を取り入れ、地元酪農家の堆肥による土づくりに取り組まれ
ております。また施肥においては「コナヒメ」の品種特性に応じた前半重視型の施肥設
計とし、必要に応じて早期枯凋の防止として液肥を使用するなど努められております。 

  中平氏はでん粉原料専用品種を３年連続で 10ha 以上作付継続されており、土づくり
から肥培管理まで様々な工夫を実施することで安定して収量を確保しており、またオ
ホーツク農業振興方策（〜将来を目指す姿〜）に沿った豆類を取り入れた輪作体系を組
んでおり、地区に合ったでん粉原料用馬鈴薯の模範的な優良事例として評価されまし
た。 

 
【ホクレン農業協同組合連合会 作物生産研究部長賞】 

≪東部十勝農産加工農業協同組合連合会 推薦≫ 
≪ＪＡ豊頃町 豊頃町  小澤 久興 氏≫ 

   小澤氏は耕作面積 47.6ha に豆類を中心とした畑作４年以上の輪作を基本とし、馬鈴
しょ・小麦・てん菜・小豆・菜豆を耕作しており、麦の前作として『コナヒメ』を作付
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しております。 
   施肥については基肥のみとして追肥を行わず、早掘しているものの令和５年産 10a 収

量は出展中２番目に高い 5,928kg/10a と高収量を確保しております。小澤氏は地区平
均を毎年産大きく上回る実績を継続して残されており、これは基本に忠実な栽培管理
を実施するとともに、新規技術等の収集に積極的に取り組まれており、栽培技術を日々
研鑽されているとのことです。 

特に令和 5 年産においては病害対策として夏疫病防除を重視されており、高温年で
あったこともあり収量・ライマン価ともに地区平均より高い水準でありました。夏疫病
については、十勝地区において新たにトピックとなっている病害でもあり、地区・「コ
ナヒメ」品種特性に合った優良事例として評価されております。 

 
 以上のように、それぞれ受賞された皆様は、適切な輪作体系を守り、土づくりや施肥管理
に力を入れるとともに、品種特性や地区諸条件にあった栽培技術の模索を継続されており、
地域生産振興に大いに貢献されてまいりました。これまでの皆様のご努力に敬意を表する
とともに、この度の受賞を心よりお祝い申し上げます。 
 最後に、本年当共励会の実施に当たり多大なご協力をいただいた関係各位の皆様にここ
ろからお礼申し上げ、審査報告とさせていただきます。 
 
 

馬鈴しょでん粉の安定供給体制確立に向けた検討プロジェクト事務局長 

 ホクレン農業協同組合連合会 農産部長  長谷川 幸男 
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所属農協名

応募澱粉工場

JAオホーツク網走

美幌地方農産加工農業協同組合連合会

JA中札内村

南十勝農産加工農業協同組合連合会

JA木野

JA士幌町 澱粉工場

JAしれとこ斜里

JAしれとこ斜里 中斜里澱粉工場

JAこしみず

JAこしみず 小清水澱粉工場

JA清里町

JA清里町 清里でん粉工場

JA豊頃町

東部十勝農産加工農業協同組合連合会

敬称略

北海道澱粉工業協会 常勤理事 坂東 幸男 小清水町

斜里町

第１回（令和5年度） でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 表彰者名簿

表彰名 表彰者 市町村

北海道オホーツク総合振興局長 藤野 明浩

ホクレン農業協同組合連合会
 農業総合研究所 作物生産研究部長 小澤 久興 豊頃町

清里町中平 哲也ホクレン農業協同組合連合会 農産部長

北海道農業協同組合中央会 農政対策部長 山田 武志

北海道十勝総合振興局長
(有)共進農場

代表者 大島 克仁

網走市

中札内村

音更町青山 徹全国農業協同組合連合会 麦類農産部長

- 11 -



- 12 -



 
 
 
 
 

第１回（令和 5 年度） 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 

表彰者の栽培概要 

 





     
 

      令和５年産 栽培調書 
    

 
 JA 名 ＪＡオホーツク網走           
  

 （フリガナ） アバシリシ 
               対 象 者   住 所   網走市                 
 （フリガナ） フジノ アキヒロ 
                      氏 名   藤野 明浩               

 
１．経営の概要 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 輪 作 の 特 徴 

全体 内でん原馬
鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５  

総 人 員  3人 
 
 

稼働人員    2人 
40.37ha 

 
8.27ha 

 
小豆 馬鈴 

しょ 秋小麦 てん菜 
 

馬鈴 
しょ 

・豆類の作付し、馬鈴しょ過
作とならない輪作体系を組む
ことで、土壌病害虫の発生防
止に努めている。 

（記入上の注意）輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況   

年  産 品種名 
 
栽培面積 
（ha） 

10a当たり収量 
生産量 

 
（kg） 

ライマン価
（％） 

換算でん粉量   
（kg） 農家単収 

（kg） 
平均単収 
（kg） 

令和３年 コナフブキ・
コナユタカ 

7.67  4,894  4,096  375,372  19.12  71,758.26 

令和４年 コナユタカ・
コナヒメ 

9.39  4,210  4,415  395,280  20.13  79,555.69  

 平  均  8.53  4,552  4,256  385,326  19.63  75,656.97  

令和５年 コナユタカ・
コナヒメ 8.27  4,598  4,444  380,243  19.71  74,934.30  

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a当たり収量  平均単収 
          JAにおけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均反収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 

 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 
融
雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

浴光催芽 カット 

        施工年 
暗  渠 有 約30年前 
明  渠 無 
心土破砕 
普通 有 麦後ﾌﾞﾙ心破 
有材 無 
表面排水 無 

          施用年 
堆 肥（麦後のみ） 
 3000～4000kg/10a 
麦 稈 
  （なし）  
緑 肥 
 小麦後作： 
野生種えん麦   

       施用年 
熔りん 
    0 kg/10a 
炭カル 

0 kg/10a 
秋小後実施無し 

客 土 
    0 Cm 

3月15日
～ 

3月18 

 
 

 
防散融雪 
炭カル 

12.5kg/10a 
 

植付が早い圃

場と積雪が多

い圃場のみ散

布 

4月1日 
  

未実施 
 

小玉：全粒 
 

中玉： 
ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  

 
大玉： 
手切 

（カット数 
２～３切） 

 

  (記入上の注意)ア． 
イ． 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 
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【北海道オホーツク総合振興局長賞】



４．技術の内容－２ 
植  付 

土  性 
施          肥 

培土 
時期 量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

4月21日～ 

4月27日 

平均植付 

４～５ 

ha/日 

270～288 

kg/10a 
株間  

      30cm 
畝幅 

 72cm 

 
 

火山性土 

 
基 肥 

 
 

追 肥 
 
 
 
 

14kg/10a 

 

 

4.2kg/10a 

26kg/10a 0kg/10a 4月21日～ 

4月27日 

追肥時期 

7月7日 

1回目 

（時期：6/1） 

2回目 

（時期：6/10） 

  

 

 

除草剤散布 病 害 虫 防 除（植物成長調整剤等） 収穫 
備  考 

時 期 剤名・散布量 対象病
害虫名 時 期 使 用 薬 剤・散布量 収穫機械 収穫 

期間 
5月19日 ｾﾝｺﾙ水和剤100g/10a 疫病 

〃 
〃 

軟腐病 
疫病 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
〃 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 

6月22日 

7月3日 

7月10日 

7月21日 

7月25日 

〃 

8月2日 

8月10日 

〃 

8月18日 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤250g/10a 
ﾘﾗｲｱﾌﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ 125ml/10a 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤250g/10a 
銅ｽﾄﾏｲ水和剤 167g/10a 
ｶﾋﾞﾅｲｽPZ水和剤167g/10a 
ﾓｽﾋﾟﾗﾝSL液剤50ml/10a 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤250g/10a 
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞ顆粒水和剤133g/10a 
ﾋﾞﾚｽｺ顆粒水和剤20g/10a 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤250g/10a 
 
 

機械名称 
 
ﾎﾟﾃﾄﾊｰﾍﾞｽﾀｰ 
 
収穫能力 
（50a/日） 

8月29日 
～ 

10月25日 
 

 

 

 

５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈写真添付可〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

・秋まき小麦後に心土破砕を行うことで、透排水性改善に努
めている。 
・種いも選別の実施により、植付作業の精度及び、生育揃の
向上が図られている。 
・融雪材散布を実施し、早期植付を行うことにより、生育期
間を十分に確保している。 
・種いもを多めに使用し、株間を狭めることで、㎡茎数及び
いも数の確保に務めている。 
・機械利用組合体制による植付、管理、防除等により、効率
的な作業体系を構築している。 
 

・土づくりのため、堆肥の計画的な施用に務めている。 
・カリの減肥、早期植付、株間を狭めることにより、ライマン
の向上に努めている。 
・豆類を作付し、適正な輪作を行うことにより、そうか病の発
生防止に努めている。 
・適期防除により、病害虫の発生防止に努めている。 
・過去の栽培履歴等を確認し、適期作業に活かしている。 

 

６．その他特記事項 

地域振興、生産振興について  

・平成20年から、ＪＡオホーツク網走馬鈴しょ委員を務めてお
り、地域の馬鈴しょ振興に大いに貢献している。 

・令和４年から、オホーツク網走25営農集団利用組合、利用組
合長を務めており、地域の農業振興に大いに貢献している。 
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写真 
 
 
播種作業（全自動カッティングプランターも使用）        収穫作業 
                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小豆の播種作業（小豆の作付を輪作体系に取組み） 
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      令和５年産 栽培調書 
    

 
 JA 名   JA 中札内村   
  

 （フリガナ） ホッカイドウカサイグンナカサツナイムラ 
               対 象 者   住 所  北海道河西郡中札内村            
 （フリガナ） 
                      氏 名  ㈲共進農場 代表者 大島 克仁        

 
 

１．経営の概要 

（記入上の注意）・輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
        ・馬鈴しょ作付面積は、( )書きとする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況 

年  産 品種名 
 

栽培面積 
（ha） 

10aあたり収量 
村平均 
対比 

生産量 
 

（kg） 

ライマン価
（％） 

換算 
でん粉量   
（kg） 

農家単収 
（俵） 

村平均単収 
（kg） 

令和３年 
コナヒメ  4.55 5,590 4,485 125      254,385   19.50       49,606 

コナフブキ （311.66） － 3,735 － （13,639,433）  （20.85）  （2,843,922） 

令和４年 コナヒメ 10.02 4,854 4,061 120      486,327   20.02      97,365 

令和５年 コナヒメ  9.76 5,513 4,646 119      538,100   19.53      105,086 

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a当たり収量＝平均単収 
          JAにおけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均単収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 
 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 
融
雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

浴光催芽 カット 

施工年:令和５年 
 
暗  渠 有 無 
明  渠 有 無 
心土破砕 
  普通 有 無 
  有材 有 無 
表面排水 有 無 

施用年:令和４年 
作付前年秋 
 
（てん菜収穫後） 
 
豚ぷん 
    1,000 kg/10a 
 
※前作となるてん
菜作付前にも同様
に施用している。 

施用年:なし 
 
熔りん 
    kg/10a 
炭カル 
    kg/10a 
客 土 
      cm 

3月21日 融雪苦土 
炭カル 

3月26日 
 

（31日） 
 

平年対比 
早5日 

 
実施の場合の 
期間 
 
※直接日光をあ
てず、倉庫内で急
激な温度変化を
避け、徐々に芋温
度を昇温させ出
芽を促す。 

ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  
 

手切 
 

カット数 
２切 

 
平均切片重 

49.5ｇ 

  （記入上の注意） ア．融雪期は、中札内村作況値（十勝農業改良普及センター提供） 
イ．平均切片重は、10aあたりに使用した種子芋200㎏÷株立本数（4,040株） 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 

輪 作 の 特 徴 
全体 内でん原馬

鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 

総人員    ３人 
 
 

稼働人員  ２人 
ha 

50.6 

 
ha 

9.76 
 

(13.36) 

加工 
馬鈴しょ 

枝豆、 
サヤイン
ゲン 

秋小麦 てん菜 
澱原 

馬鈴しょ 

・四年輪作体系を基本とし、てん菜の後作に澱
粉原料用馬鈴しょを位置付けた。 
・てん菜の茎葉や豚ぷんなどの残存窒素を考慮
した施肥改善を実践し、追肥を省いてきた。 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 

- 17 -

【北海道十勝総合振興局長賞】



４．技術の内容－２ 
植  付 

土  性 
施 肥 （農配ＵＦＳ０９３×７０㎏/10ａ） 

培 土 
時期 は種量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

４月20日 
～22日 

平均植付 

5.0ha/日 

kg/10a 

200 
畝幅  

     75 cm 
株間 

33 cm 
 
栽植密度 
4,040株/10a 

乾性 
火山性土 

 
基 肥 

 
 
 
 

追肥なし 
 
 

kg/10a 

7.0 
(うち緩効性

3.9㎏) 

kg/10a 

14.4 
kg/10a 

9.1 
  

４月20日 
～21日 

1回目 仮培土 
（時期：植付時） 
 

2回目 本培土 
（時期：萌芽後） 

 

 

 

５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈別添資料1添付〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

1）融雪促進の実施、砕土・整地のコンビネーション作業によ
り、植付床の地温上昇を見極め、早期植付けに心掛ける。 
2）畝幅75㎝用施肥プランターにより、畝切りと施肥を行い、
施肥量と施肥位置の精度向上に努めている。 
3）植付けは、カッティングプランターで種いものみで行い、
施肥畝に沿って自動操舵走行と欠株補給機の活用により、欠
株が少なくかつ効率的な作業を進められている。 
 
※砕土・整地のコンビ作業では、デコンパクター（油圧式サ
ブソイラー）を植付畝（75㎝）の中央に施行し、排水改善と
生育中の培土やま崩壊防止を目的としている。 
※施肥量は一般的栽培と比較して、▲2～3割少なく追肥は基
本的に施用していない。 
※植付時に仮（半）培土を行い、本培土は萌芽揃い頃に生育
状況や土壌水分に応じて施工している。 

1）これまで加工用馬鈴しょを中心の作付けから、澱粉原料用
「コナヒメ」の作付比率（73％）まで高めて増反してきたが、
基本的な栽培技術は加工用に準じている。 
2）①播種床の造成➡②畝切り施肥➡③植付（仮培土）➡④本
培土の機械体系により、毎年安定した多収と高ライマン価に
よる実績をあげている。 
3）基本的な土づくりは、4年以上の輪作体系とてん菜に多投
入される豚ぷん（有機質）及びてん菜茎葉のすき込みを考慮し
た施肥対応を設定している。 
 
※「コナヒメ」は、培土時期等によって他品種よりもストロン

が乱れやすい傾向がある。このため、75㎝畝幅と適正株間によ
り塊茎肥大領域を十分確保するとともに、多肥を避けて茎葉の
地際まで日照が届くよう、草丈を抑制した栽培方法が高単収に
働いたとものと推察されます。 

６．その他特記事項 
・高能率な機械体系を維持するため、オフシーズンにはメンテナンスや定期整備点検を欠かさないよう努めている。 
・関係機関や地域内の農業者及び近隣市町村の友人も多く、情報交換や交流を通じてリーダーシップを発揮している。 

時期 剤名・散布量 対象病害虫 時期
間
隔

使用薬剤・散布量 収穫機械
収 穫
期 間

5月22日 ボクサー500ml 疫病、アブラムシ 6月14日 －
グリーンペンコゼブ400倍、ゲットアウト
3000倍

東洋農機 ９月21日～

疫病 6月21日 7 リライアブル800倍 TPH8NPV 10月24日

疫病、アブラムシ 6月27日 6 ホライズン1500倍、ウララDF4000倍

疫病、菌核病、
軟ぷ病

7月5日 8
ゾーベックエンカンティア2000倍、トップ
ジンM1500倍、マテリーナ1000培

疫病、アブラムシ 7月12日 7
レーバスフロアブル1500倍、ウララ
DF4000倍

疫病、アブラムシ 7月19日 7
ホライズン1500倍、アドマイヤ―15000
倍

疫病、アブラムシ 7月29日 10 ランマン2000倍、モスピラン4000倍

疫病、アブラムシ 8月6日 8 ホライズン1500倍、アクタラ3000倍

疫病 8月14日 8 レーバスフロアブル2000倍

疫病 8月22日 8 グリーンペンコゼブ400倍

疫病 8月29日 7 グリーンペンコゼブ400倍

疫病 9月6日 8 グリーンペンコゼブ400倍

塊茎腐敗 9月16日 10 ランマン2000倍

除草剤散布 病害虫防除（植物成長調整剤等） 収穫

でん粉原料用：1台

1日あたり収穫1.5ha
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主な技術上の工夫、収量向上・品質改善の要点

③ 植え付け

➡カッティングプランター４畝

④ 本培土

➡培土機（日農機、４畝）

① 砕土・整地
➡コンビネーション(Ｆケンブリッジ
+Ｒデコンパクター+ロータリー)

デコンパクター(LSM)
油圧式サブソイラー

② 畝切り

➡施肥プランタ(タバタ、畝幅75㎝改)

- 19 -



でん原用ばれいしょ「コナヒメ」栽培調査

砕土・整地時における油圧式サブソイラー施工位置

区分 畝 幅
培土断面積（C㎡）

同左比
７/４ ９/１５

共進農場（左） ７５㎝ １，１２８ １，００８ １４２

一般農家（右） ６６㎝ ７６２ ７１１ １００

一般農家（66㎝）共進農場（75㎝）

【R4.十勝農業改良普及センター、永山調査】
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      令和５年産 栽培調書 
    

 
 JA 名 木野農業協同組合          
  

 （フリガナ）カトウグンオトフケチョウ 
               対 象 者   住 所  河東郡音更町             
 （フリガナ）アオヤマ トオル 
                      氏 名  青山 徹              

 
１．経営の概要 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 

輪 作 の 特 徴 
全体 内でん原馬

鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 

総 人 員   ４人 
 
 

稼働人員   ４人 
33.26ha 

 
1.9ha 

 
小麦 

 
移植 
てん
さい 
 

小豆 
 

ブロ
ッコ
リー 

 

馬鈴
しょ 

５～６年の輪作を基本としてお
り、緑肥や堆肥を計画的に投入
し土作りに力をいれている。 

（記入上の注意）輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況 

年  産 品種名 
 
栽培面積 
（ha） 

10a当たり収量 
生産量 

 
（kg） 

ライマン価
（％） 

換算でん粉量   
（kg） 農家単収 

（kg） 
平均単収 
（kg） 

令和３年 コナヒメ 1.90 4,897 5,144 93,051 18.7 17,403.970 

令和４年 コナヒメ 1.90 4,757 4,422 90,387 20.4 18,444.990 

平  均  1.90 4,827 4,842 91,719 19.5 17,924.480 

令和５年 コナヒメ 1.90 6,166 5,474 117,152 18.7 21,910.804 

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a当たり収量  平均単収 
          JAにおけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均反収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 
 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 
融
雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

浴光催芽 カット 

        施工年 
暗  渠 有 無 
明  渠 有 無 
心土破砕 
  普通 有 無 
  有材 有 無 
表面排水 有 無 

          施用年 
堆 肥 令和元年 
    牛ふん3t/10a 
麦 稈 
  （ある、なし） 
緑 肥 ※小麦後 
（作物名、播種日） 
えん麦野生種 
(ﾍｲｵｰﾂ,8月上旬)   

       施用年 
熔りん 
     0kg/10a 
炭カル 
     0kg/10a 
客 土 
      0cm 
ﾗｲﾑｹｰｷ 令和２年 
   400kg/10a 

月 日 

 

3月18日 

 
実施の場合の 
期間 
 
４月10日～ 

５月５日 

ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  
 

手切 
 

カット数 
２ 
３ 
４ 
 

   
 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 
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【全国農業協同組合連合会　麦類農産部長賞】



４．技術の内容－２ 
植  付 

土  性 
施          肥 

培土 
時期 量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

５月10日 

平均植付 

100a/日 

200kg/10a 株間  

       34cm 
畝幅 

66cm 

褐色 
低地土 

 
基 肥 

BB859-
UF 

 
追 肥 
硫安 

 
 
 

kg/10a 

8.0 

 

 

4.2 

kg/10a 

25.0 
kg/10a 

9.0 
５月４日 

 

 

 

６月20日 

1回目 

（時期：6月6日） 

2回目 

（時期：6月13日） 

 

除草剤散布 病 害 虫 防 除（植物成長調整剤等） 収穫 
備  考 

時 期 剤名・散布量 対象病害虫名 時 期 使 用 薬 剤・散布量 収穫機械 収穫 
期間 

5月9日 ﾓｰﾃｨﾌﾞ乳剤 
400ml/10a 

黒あざ病 
そうか病 
黒あし病 
ﾅｽﾄﾋﾞﾊﾑｼ 
疫病 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
軟腐病 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ 
疫病 

3月23日 
3月23日 

 
6月17日 
6月27日 
7月7日 
7月7日 

7月14日 
7月14日 
7月22日 
7月22日 
7月29日 
7月29日 
8月6日 
8月6日 

8月13日 
8月13日 
8月22日 
8月22日 
8月29日 
9月4日 
9月4日 

9月12日 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ﾓﾝｶｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ40    200倍 
ｱｸﾞﾚﾌﾟﾄ液剤     100倍 
 
ｹﾞｯﾄｱｳﾄWDG    2,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 400倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 400倍 
ﾓｽﾋﾟﾗﾝSL液剤   2,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ｺﾙﾄ顆粒水和剤     4,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ｹﾞｯﾄｱｳﾄWDG      2,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ｺﾙﾄ顆粒水和剤     4,000倍 
ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ        1,000倍 
ｽﾀｰﾅ水和剤        1,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ｳﾗﾗDF          2,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ       4.000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
ｳﾗﾗDF          2,000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤  400倍 
 

 
 
 
 
 
 

機械名称 
澱原ポテトハ
ーベスタ 
（東洋農機） 
 
収穫能力 
（60a/日） 

10月 6日 
～ 

10月 9日 
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５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈写真添付可〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

【輪作の徹底】 
・畑作４品（秋まき小麦、てんさい、小豆、澱粉原料用馬鈴
しょ）と加工用スイートコーン、ブロッコリ－を加えた６品
目で、５～６年の輪作を徹底しており、土壌病害の蔓延や雑
草発生防止に努めている。 
輪作例  

 ・澱粉原料用馬鈴しょは、経営面積の5.7%となっているが、
他の品目との作業競合が少ないため、輪作作物の１品として
の役割も担っている。 

【は種床造成・整地】 
・然別川沿いは、石礫が多い。そのため、ほ場の石を除去す
ることにより、生育阻害や石によるやけ症状を軽減し、収穫
物への混入を防いでいる。 
・ストーンピッカの作業幅が狭いため、デガーで石を集め
（秋）、ストーンピッカで回収（翌春）している。 
・透排水性改善と作土層の確保のため、サブソイラ、ロータ
リースペーダ、ロータリの順に施工し、表層をしめ、深さ30
cmまでの土塊を全て砕き膨軟に仕上げている。 
・均平に仕上げることにより滞水を防いでいる。 
【種いも管理】 
・JA木野では士幌産の種いもを使用し、倉庫内で加温、消毒
処理を行っている。 
・農協から配られた種いもを「小、中、大」に選別している。 
・選別後、プラスチックミニコンテナに入れ、ハウスで浴光
育芽を行っている。 
・「小」は全粒、「中」は２つ切り、「大」は３つ切り用と
し、種いもの大きさの均等化を図り、必要量を節約している。 
・３つ切りは手切りで行い、芽の数を均等になるように意識
している。 
 
【植付】 
・過去の経験から５月上旬の地温が確保できるようになって
から植付している。 
・植付時には、２名の補助者をつけて欠株がないように心が
けている。 
・「大」と「小」は皿式のポテトプランタで、「中」はカッ
ティングプランタで植付している。 
・速度は皿式のポテトプランタでは2km/h、カッティングプ
ランタは4km/hで植付している。 
 
 
 
 
 

【種子の更新】 
・100％購入した種いもを使用し、JA木野が種いもの消毒を行
っている。 
【有機物施用】 
・周辺の農家４戸共同でライムスプレッダを購入し、安価な
ライムケーキを活用し適正pHの維持に努めている。てんさい
作付前後にそれぞれ200kg/10aと麦収穫後には200kg/10a散
布している。pH6.0を目標に土壌改良を行っている。 
・堆肥は、町内の酪農家から完熟した牛ふん堆肥を購入し、秋
まき小麦収穫後（てんさい作付前）に２～３t/10a施用してい
る。 
・加工用スイートコーン収穫後の残渣をすき込んでいる。 
・小麦収穫後、緑肥（ヘイオーツ）をは種（10kg/10a）し、適
期にすきこんでいる。 
【病害虫対策】 
・輪作を徹底することにより、特定の雑草の発生を抑えてい
る。 
・病害虫対策は、毎日のほ場巡回、農協や近隣の情報をもとに
適期に行う。特に病害については予防に主眼をおき、散布間隔
10日以内に防除を実施し、茎葉を９月中旬まで残すことに努
めている。 
・防除には、セミクローラトラクタを使用することで、降雨が
続く場合も、適期に防除できる体制を整えている。また、ブー
ムのゆれが少ないため、均一な散布ができる。 
・悪天候時にも速やかに適期防除ができるよう、スプレーヤ
をセミクローラトラクタに固定している。 
・散布水量は、110L/10aと多めにすることで薬剤を茎葉全体
に均一に散布することに努めている。 
・トラクタの前に草分けをつけており、防除の際の茎葉の損
傷を最小限にしている。 
・ほ場は自宅から半径１km圏内に集約しており、作業の効率
化を図っている。 

 

防除用のセミクローラトラクタ 

修理しながら使用している皿式のポテトプランタ 

深さ 30cm を時速 5km/h

で砕土できる 

ロータリースペーダ 
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技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

【栽植密度】 
・栽植密度は、4,455株/10a（目安4,444株/10a）。 
・畦間は、66cm(72～75cmが一般的)であり、他の作物と畦幅
を合わせることで、機械への投資を軽減している。 
【作付面積】 
・種いもの選別の負担軽減と病害虫防除の徹底を目的に2ha
程度に固定している。 
・令和６年からは、種いも選別機を導入し作付面積を増やす
予定である。 
【補植】 
・萌芽時期には、補植して欠株が少なくなるように努めてい
る。 
【施肥】 
・土壌分析値に基づき基肥を調整している。 
・基肥には、茎葉を収穫前まで残すこと目的に、緩効性のUF
肥料を作条施肥している。 
・２回目の培土後にも茎葉を収穫前までもたせる目的の追肥
を全層施肥している。 
【培土】 
・早期培土を行わず、１回目培土高15～20cmの半培土（６月
６日）、２回目カマボコ培土機で培土高25cm程度の本培土（６
月13日）を行う。 
・ロータリーヒラーを使用せず、カルチの培土板で培土して
いる。 
・培土時に土壌水分が高いと土塊が形成され収穫時の障害と
なり、土壌水分が低いと培土が崩れるため、適正な水分状態
での培土を心がけている。 
・砂土がかった土壌で、乾きやすいほ場が多いため、培土の
表面積が広くなりすぎないよう低めにする工夫をしている。 
【茎葉処理】 
・ライマン価や１個重の向上をねらい茎葉処理は行わない。
自然枯凋を待って収穫している。 
【収穫】 
・植付時の整地で砕土を徹底しているため、土塊が少なくな
り選別時の省力化に繋がっている。 
 

【栽培方法の検討】 
・コナフブキからコナヒメに品種が切り替わり、茎葉が早く
枯れ上がるようになったため、経験則に基づき早期枯凋防止
を目的とした培土時期の追肥を始めた。また、病害虫防除はコ
ナフブキの時よりも散布間隔を短くすることで、地域の他の
ほ場よりも茎葉が長く残っており、高収量に繋がっていると
考えている。 
【収量・品質分析結果の活用】 
・栽培履歴、作業日誌等を含め、収量と品質分析の結果を次年
度の栽培管理に反映させている。 
【雪踏み】 
・馬鈴しょ作付け後のほ場は、雪踏みを実施している。野良い
も対策、翌春の砕土性の向上、また、肥料成分が流亡しにくく
なるなど、土壌理化学性向上を図っている。 

 

雪踏み用のタイヤローラ 
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６．その他特記事項 

 

その他（経営上の特色）  その他（地域での役割と波及効果） 

【自動操舵補助システムの活用】 
・所有しているトラクタ７台中３台にGNSS自動操舵補助シ
ステムを搭載しており、正確で効率的な適期作業を可能とし
ている。 
【作業機械の更新】 
・皿式のポテトプランタ、澱原用ポテトハーベスタ等の作業
機は、中古を購入し修繕して長期間使うことで機械への投資
を抑え、ロータリスペーダなど収量向上に必要な機械への投
資を可能としている。 
【農作業安全】 
・農機を動かす前には人員に声かけ、目視での確認を徹底し
農作業事故がないように心がけている。 
・植付補助者の安全確保のため、手すりを設置して事故防止
に努めている。 
 

  

 

【音更町での役割と波及効果】 
・木野農協畑作振興会などの活動を通じ、でん粉原料用馬鈴し
ょを含む畑作物の栽培技術平準化に寄与している。また、音更町、士
幌町の3JAのブロッコリー生産者で組織する協議会の会長を令和４
年度まで務めており、農協・地域からの信頼も厚い。 

・木野農協畑作振興会内部の共励会を実施しており、令和４年度
と令和５年度のでん粉原料用馬鈴しょで１位となっている。また、令
和５年度の小麦部門で２位となっており、地域の畑作振興の面から
も技術の底上げを担う立場である。 

 

【澱粉工場からみた役割と波及効果】 

・近年、極端な気候変動が発生する中、高反収を維持し、安定
した原料を工場へ出荷していることは、工場の稼働率を高め、
製造コストの低減につながっている。ひいては、原料不足によ
って生じている国産馬澱粉自体の不足を解消する一助とな
る。 
 

 

プランタに設置した手作りの手すり 
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      令和５年産栽培調書 
   
 

 JA 名    しれとこ斜里 農業協同組合             
  

 （フリガナ） ホッカイドウシャリグンシャリチョウ 
               対 象 者   住 所    北海道斜里郡斜里町                       
 （フリガナ）  ヤマダ タケシ 
                      氏 名    山田 武志                           

 
１．経営の概要 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 

輪 作 の 特 徴 
全体 内でん原馬

鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 

総 人 員   5 人 
 
 

稼働人員   4 人 
42.43ha 

 
9.16ha 

 

秋
小
麦 

 

甜
菜 
 

馬
鈴
しょ

 
 

甜
菜 

 
馬
鈴
しょ

 

 

畑作三品を中心とした輪作 
 

（記入上の注意）輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況 

年  産 品種名 
 
栽培面積 
（ha） 

10a 当たり収量 
生産量 

 
（kg） 

ライマン価
（％） 

換算でん粉量   
（kg） 農家単収 

（kg） 
平均単収 
（kg） 

令和３年 コナヒメ他 8.70 7,034 4,536 611,983 19.40 118,724.70 

令和４年 コナヒメ他 9.47 5,671 4,584 537,050 19.35 103,919.18 

平  均  9.09 6,353 4,560 574,517 19.38 111,321.94 

令和５年 コナヒメ 9.16 5,304 4,350 485,807 18.53 90,020.04 

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a 当たり収量  平均単収 
          JA におけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均反収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 

 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 

融雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

選別 
 

カット 

施工年 平成 28 年頃 
暗  渠 ○有  無 
明  渠 ○有  無 
心土破砕 
  普通 ○有  無 
  有材 有 ○無  
表面排水 有 ○無  

施用年 令和３年 
堆 肥 鶏糞 
2000kg/10a 
麦 稈 
  （ある、なし） 
緑 肥 
 （作物名、播種
日） 令和元年 
チャガラシ 
ヘイオーツ   

施用年令和４年 
 
熔りん 
     kg/10a 
炭カル 
 100kg/10a 
客 土 
      cm 

例年は散
布するが
令和 5 年
度は実施
なし。 

 

月 日 

 
実施の場合の 
期間 
 
4 月 10 日～ 
4 月 13 日 

ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  
 

全粒 
 

カット数 
２ 
 
 

  (記入上の注意)ア． 
1．  

でん粉専用馬鈴しょ栽培共励会 
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４．技術の内容－２ 

植  付 
土  性 

施          肥 
培土 

時期 量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

5/8～5/11 

平均植付 

400a/日 

240kg/10a 株間  

     33 cm 
畝幅 
  69cm 

粘土 

 

 
基 肥 

 
S004 
追 肥 

 
コート
尿素 

 
 

 

7kg/10a 

 

 

  4kg/10a 

 

 

14kg/10a 

 

 

 

 

 

   
9.8kg/10a 

 

 

 

 

 

 

5/8～5/11 

 

5/23～5/23 

1 回目 

（ 時期： 5/23 ～
5/25） 

2 回目 

（時期：   ） 

3 回目 

（時期：   ） 

 

 

除草剤散布 病 害 虫 防 除（植物成長調整剤等） 収穫 
備  考 

時 期 剤名・散布量 対象病害虫名 時 期 使 用 薬 剤・散布量 収穫機械 
収穫 
期間 

5 月 29
日 

モ ー テ ィ ブ 
乳剤 300ml 

ロ ロ ッ ク ス 
水和剤 30ｇ 

 

黒あざ病 

疫病･ｱﾌﾞﾗﾑｼ 

 

 

疫病･軟腐病 

 

 

疫病･軟腐病 

 

 

 

疫病・軟腐病 

 

 

疫病・ｱﾌﾞﾗﾑｼ 

 

 

疫病・ｱﾌﾞﾗﾑｼ 

 

 

 

 

疫病・軟腐病 

 

 

疫病・ｱﾌﾞﾗﾑｼ 

 

 

 

5 月 8 日 

6 月 22 日 

 

 

6 月 30 日 

 

 

  

7 月 9 日 

 

 

 

7 月 17 日 

 

 

7 月 24 日 

 

 

8 月 4 日 

 

 

 

8 月 13 日 

 

 

8 月 22 日 

ｱﾐｽﾀｰ 20F 150 倍 

ﾘﾗｲｱﾌﾞﾙ F1000 倍 

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ SL5000 倍 

 

ｿﾞｰﾍﾞｯｸ E2000 倍 

ｸﾐｶﾞｰﾄﾞ SC500 倍 

 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝ M500 倍 

銅ストマイ 600 倍 

ゲットアウト 3000 倍 

 

カビナイス PZ1000 倍 

銅ストマイ 600 倍 

 

ホライズンＤＦ1500 倍 

モベントＦ4000 倍 

 

ｿﾞｰﾍﾞｯｸＥ2000 倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝ M500 倍 

ゲットアウト WDG3000 倍 

 

ﾘﾗｲｱﾌﾞﾙ F1000 倍 

アグリマイシン 1000 倍 

 

ビレスコ顆粒 10000 倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝ M500 倍 

 

機械名称 
澱原ﾊｰﾍﾞｽﾀｰ 
MP-3000 
 
収穫能力 

（50a/日） 

9 月 4 日 
～ 

10 月 16 日 
 

 

収穫時茎葉が繁茂
している状態で 

あれば茎葉処理す
る 

ﾁｮｯﾊﾟｰ 4 畦 

 

インファロー 

（黒あざ病対策） 

水量 20L 

 

通常防除散布 

水量 100L ～ 105L 
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５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈写真添付可〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

1.土作り 

・輪作体系の中で計画的に緑肥や粗大有機物を導入し、継続的な土
作りを意識している。 

・翌年、甜菜が入る秋まき小麦圃場については、収穫時にコンバイ
ンで麦稈を細断し、全量すき込みとしている。同時に鶏糞を散布し
ている。 

・鶏糞散布後、後作緑肥として、イネ科、アブラナ科、マメ科他 4
種の混墦（カバークロップ）を導入している。 

・物理性改善を目的に、鶏糞散布後には心土破砕を実施している。
また、定期的な明渠、暗渠の管理を行っている。 

 

 

 

 2.土壌病害対策 

・植付時にインファロー技術を導入し、早期培土による黒あざ病や
腰折れ症状の対策を図っている。輪作中で、甜菜根腐病にも効果が
期待できるため、総合的に考え導入をしている。導入後、上記のよ
うな病害の発生が抑制されている。 

・土壌病害対策として、インファローだけに依らず、輪作、緑肥導
入による病害の軽減が必要と考え、耕種的防除も意識している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1..種芋の選定 

・1株5本の茎数確保を目標としており、水はけの悪い圃場では、茎
数が多くなる全粒芋を使用し、株間設定を 33㎝としている。 

・水はけの悪い圃場では、カッティング種子の腐敗が多くなるた
め、茎数確保のために株間を 30㎝としている。 

・今後は機械更新とともに、畦幅 72 ㎝以上を考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.栽培管理 

・疫病防除は、地区の防除歴に則って実施しており、コナヒメは軟
腐病に弱いため、軟腐病に対しても注意を払い、気象や生育状況に
応じ防除を実施している。 

・甜菜の作付けが周囲に多いことから、7 月中旬には、馬鈴しょへ
のヨトウムシの食害が近年問題となっており、圃場毎に細かな棒状
対応を行っている。また、改善に向け次年度以降の課題として、薬
剤選定、散布時期の検証が必要である。 

 3.最新技術の導入 

・農薬の最新技術について習得するため、講習会への参加をしてい
る。 

 4.圃場管理 

・圃場確認を常に行い、生育状況に応じた適期作業を心がけてい
る。 
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 3.肥培管理 

・馬鈴しょの前作は甜菜となるため、基肥の減肥に取り組んでい
る。 

また、APV 社のエアー式播種機と培土機連結し、コート尿素による
追肥と同時に培土を実施することで、省力的に作業を構築してい
る。 

・肥培体系は、倒伏軽減を目的に分肥体系とし、樹勢の落ちる時期
の窒素供給を目的に 30 日溶出タイプの肥料銘柄に絞って使用してい
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4.品種選定 

・現在はコナヒメの 1 品種のみに絞って管理しているが、有望な品
種があれば、今後 2 品種構成による作付けを計画している。 

 5.欠株管理 

・欠株対策として、欠株供給機を導入している。機械の調整、設定
をしっかり行うことで、作業精度の向上と労働力の削減に繋がって
おり、導入効果が得られている。 
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 6.自動操舵の導入 

・トラクターの自動操舵の導入によって、精密作業の実現を可能に
している。また、管理作業にも導入しており、作業の効率化、労働
負担の軽減となっている。 

 

 

 

 

自動操舵システム 

 

 

 

 

 

APV 社 エアー式播種機システム 

 

 

APV 社 エアー式播種機 

    （画像：早期培土、追肥作業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．その他特記事項 

1.他経営上の特色 

・最新のスマート農業技術についても、積極的に試行している。特に、衛星リモートセンシング等を活用しており、圃場
生育マップを取得し、各作物の生育状況と圃場特性の把握に努めている。 

・圃場データを蓄積し、生育不良箇所の原因を特定し、改善点を明確にすることで、次年度の作物栽培への対策に繋げて
いる。 

・新規作物として大麦（もち麦）を導入するなど、輪作体系を改善し土壌病害対策にも努めている。 

 

2.地域での役割 

・指導農業士として、地域の担い手育成にも携わっている。 

・栽培試験等に積極的に取り組んでおり、自らの実践から得た技術や試験・研究等で得た知識を地域に積極的に還元して
いる。 
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      令和５年産 栽培調書 
    

 
 JA 名    小清水町農業協同組合           
  

 （フリガナ）ホッカイドウシャリグンコシミズチョウ 
               対 象 者   住 所  北海道斜里郡小清水町              
 （フリガナ）バンドウ ユキオ 
                      氏 名  坂東 幸男                   

 
１．経営の概要 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 

輪 作 の 特 徴 
全体 内でん原馬

鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 

総 人 員   9人 
 
 

稼働人員   3人 
44.27ha 

 
10.29ha 

 
馬鈴
しょ 

牛蒡 
人参 

秋ま
き小
麦 

てん
菜 

 

馬鈴 
しょ 

基本的に3~4年輪作。馬鈴しょ
は主にてん菜の後作が多い。 

（記入上の注意）輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況 

年  産 品種名 
 
栽培面積 
（ha） 

10a当たり収量 
生産量 

 
（kg） 

ライマン価
（％） 

換算でん粉量   
（kg） 農家単収 

（kg） 
平均単収 
（kg） 

令和３年 コナヒメ 

アーリースターチ 
8.24 5,683.82 4,782 468,347 18.66  87,393.6 

令和４年 コナヒメ 

アーリースターチ 10.19 5,647.08 4,512 575,438 19.84 114,166.9 

平  均  9.22 5,665.45 4,647 521,893 19.25 100,780.2 

令和５年 コナヒメ 

アーリースターチ 10.29 5,226.49 4,212 537,806 18.14  97,558.0 

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a当たり収量  平均単収 
          JAにおけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均反収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 
 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 
融
雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

浴光催芽 カット 

        施工年 
暗  渠 有 無 
明  渠 有 無 
心土破砕 
  普通 有 無 
  有材 有 無 
表面排水 有 無 

※てん菜作付け前
のみ 
     2021 施用年 
堆 肥 
  5,000kg/10a 
麦 稈 
  （ある、なし） 
緑 肥 
 （作物名、播種日）  

※てん菜、小麦
作付け前のみ 
       施用年 
熔りん 
     kg/10a 
炭カル 
    40kg/10a 
客 土 
      cm 

3月15日 防散融雪炭
カル 3月20日 

 
実施の場合の 
期間 
 
月 日～ 

月 日 

ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  
 

手切 
 

カット数 
２ 
３ 
４ 
 

  (記入上の注意)ア． 
イ． 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 
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【北海道澱粉工業協会　常勤理事賞】



４．技術の内容－２ 
植  付 

土  性 
施          肥 

培土 
時期 量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

4月25日 

平均植付 

400a/日 

250kg/10a 株間  

       30cm 
畝幅 

69cm 

褐 色 火 山
性土 

基 肥 
 
 

追 肥 
 
 
 
 

10kg/10a 
 
 

9.2kg/10a 

15kg/10a 7kg/10a 4月25日 
 
 

6月15日 

1回目 

（時期：6/17 ） 

2回目 

（時期：   ） 

〇回目 

（時期：   ）  

 
 

除草剤散布 病 害 虫 防 除（植物成長調整剤等） 収穫 
備  考 

時 期 剤名・散布量 対象病害虫名 時 期 使 用 薬 剤・散布量 収穫機械 収穫 
期間 

 5月15日 ﾌﾟﾘｸﾞﾛｯｸｽL 
200㎖ 

ﾛﾛｯｸｽ 
100g 

 

殺菌剤 
 

〃 
 

殺虫剤 
 

〃 
 

殺菌剤 
 

〃 
 

〃 
 

殺虫剤 
 

殺菌剤 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

殺虫剤 
 

〃 
 

殺菌剤 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

6/25 
 

7/2 
 

〃 
 

7/7 
 

7/16 
 

〃 
 

7/24 
 

〃 
 

7/31 
 

〃 
 

8/8 
 

8/14 
 

8/14 
 

8/15 
 

8/21 
 

8/28 
 

9/7 
 

9/15 
 

9/25 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
500倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
500倍 

ｹﾞｯﾄｱｳﾄWDG 
2000倍 

ｻｲﾊﾛﾝ乳剤 
3000倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
500倍 

ｽﾀｰﾅ水和剤 
1000倍 

ﾌﾞﾘｻﾞｰﾄﾞ水和剤 
1000倍 

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ水和剤 
2000倍 

ｶｽﾐﾝﾎﾞﾙﾄﾞｰ 
700倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
400倍 

ﾌﾞﾘｻﾞｰﾄﾞ水和剤 
1000倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
400倍 

ｻｲﾊﾛﾝ乳剤 
3000倍 

ｱﾄﾞﾏｲﾔ―顆粒水和剤 
5000倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
450倍 

ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 
1000倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
400倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
400倍 

ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 
400倍 

機械名称 
東洋農機ポテ
トハーベスタ
ー 
 
収穫能力 

（80a/日） 

8月30日 
～ 

10月27日 
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５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈写真添付可〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

【土づくり】 
畑の特長としては火山灰土で山間部の畑は整地畑が多い。 
土壌分析は定期的に行い毎年全面積の1/3程度実施している。
カリ、リン酸の数値が高いので施肥設計の際気を付けている。 
ほ場づくりでは保水性・排水性・通気性に気を付けている。
堆肥や緑肥を施用し、サブソイラーなど硬盤層の心土破砕を
実施し透水性を確保する。 
 
【種芋管理・植付】 
種芋は貯蔵庫にて温度管理し、冬期間の凍結防止や選別前の
発芽に注意している。 
植付環境条件としては、土壌水分が高すぎるときは避ける。
また播種床はしっかり砕土する。 
畝間はトラクターの作業の便宜上69㎝。 
株間は30~33㎝を毎年変えてみて、収量・ライマン価の傾向
を分析中。 
 
【培土】 
培土は埋まらないよう20~30㎝程度。 
ストロンが傷つかないよう培土時期は遅くならないように気
を付ける。 
土壌水分が高いときは通気性が悪くなるので避ける。 
 
【追肥】 
追肥作業は肥料焼け防止のため、風があり、気温が低く、 
葉が濡れていない環境下で行う。 
 
【防除】 
害虫防除はナストビハムシ、アブラムシの殺虫剤を使用。 
殺菌剤防除の2回に1回程度実施。フロニカミド、アセタミプ
リド、シペルメトリンなどをローテーションで施用。 
殺菌防除は疫病剤の定期的な防除＋軟腐病の薬剤を施用。 
（銅剤他） 
大雨の後は再防除。ローテーションを組み、マンセブ剤  
（予防剤）＋治療効果の高い薬剤を間に入れていく。 
 
【収穫】 
収穫作業では茎や石の混入に気を付けている。 
 
【その他】 
干ばつの年はリールマシンで潅水する。 

【植付】 
他の作物にも共通するが、播種はできるだけ早い方が良い。 
生育日数は概ね決まっているが球数に違いが出る。 
Gp・Grに適用登録のあるネマキック粒剤を施用。プランター
に別タンクを取付け植構土壌混和する。（10kg/10a ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑植付時にセンチュウ剤を施用するカッティングプランター 

 
早生品種の元肥は多めに施用する。 
交互作は茎持ちが悪くなるためできるだけ避ける。 
 
【追肥】 
培土前の追肥は粒マグのみ実施。培土時に窒素を施用する  
と徒長しすぎる傾向にある。 
開花期頃養分が花に行くので尿素を追肥。 
硫安より肥料焼けしにくく、肥効が速い。 
液肥（アミノ酸）を葉面散布して生育促進を図る。 
 
【防除】 
病害虫を早期に発見できるようマメにほ場を観察する。 
 
【その他】 
NKゆう水（デカンター排液）を小麦収穫後と馬鈴薯収穫後に
散布。 

６．その他特記事項 

地域での役割 馬鈴薯栽培について 

平成23年からJAこしみず澱原馬鈴薯対策委員を務めており、
町内の澱原馬鈴薯生産振興に貢献している。 

適期播種と適正な輪作を地域一丸で取り組んでいる。 

 

年々温暖化の影響を強く感じるようになってきたが、コナヒ
メについては収量・ライマン価ともに今後に期待が持てそう。
小清水町の風土に合っている品種だと感じる。 
先代が築き上げた馬鈴薯生産基盤があって今の自分がいる。
今後も継続は力なりの精神で、地道に努力していきたい。 
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      令和５年産 栽培調書 
    

 
 JA 名     JA 清里町        
  

 （フリガナ）   キヨサトチョウ 
               対 象 者   住 所     清里町            
 （フリガナ）  ナカヒラ テツヤ 
                      氏 名     中平 哲也          

 
１．経営の概要 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 

輪 作 の 特 徴 
全体 内でん原馬

鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 

総 人 員    人 
 
 

稼働人員   ３人 
57.6ha 

 
11.0ha 

 
馬鈴
しょ 

春小
麦・
休閑
緑肥 

秋小
麦 

てん
菜 

 

馬鈴し
ょ 

秋小麦、馬鈴しょ、てん菜の他、
大豆と春小麦を栽培し輪作に取
り組んでいる 

（記入上の注意）輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況 

年  産 品種名 
 
栽培面積 
（ha） 

10a当たり収量 
生産量 

 
（kg） 

ライマン価
（％） 

換算でん粉量   
（kg） 農家単収 

（kg） 
平均単収 
（kg） 

令和３年 ｺﾅﾋﾒ・ｺﾅﾌﾌﾞｷ 11.5ha 4,320 4,291 498,420 19.3％ 96,048 

令和４年 ｺﾅﾋﾒ、ｺﾅﾕﾀｶ 10.0ha 4,970 4,517 494,666 20.1％ 99,631 

平  均         10.8ha 4,645 4,404 496,543 19.7％ 97,840 

令和５年 ｺﾅﾋﾒ・ｱｰﾘｰｽﾀｰﾁ 11.0ha 4,130 3,953 453,331 18.8％ 85,376 

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a当たり収量  平均単収 
          JAにおけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均単収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 
 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 
融
雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

浴光催芽 カット 

        施工年 
暗  渠 有 無 
明  渠 有 無 
心土破砕 
  普通 有 無 
  有材 有 無 
表面排水 有 無 

 施用年 令和４年 
堆 肥 
4,000～5,000 

kg/10a 
麦 稈 
  （ある、なし） 
緑 肥 
 （作物名、播種日） 
ｴﾝﾊﾞｸ、ｷｶﾗｼ 

       施用年 
熔りん 
     kg/10a 
炭カル 
     kg/10a 
客 土 
      cm 

3月上旬 

 
 
 
 
 
融雪炭カル 

3月17日 

なし 
 

実施の場合の 
期間 
 
月 日～ 

月 日 

ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  
 

手切 
 

カット数 
２～３ 

  (記入上の注意)ア． 
イ． 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 
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【ホクレン農業協同組合連合会　農産部長賞】



４．技術の内容－２ 
植  付 

土  性 
施          肥 

培土 
時期 量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

 5月3日 

平均植付 

480a/日 

（0.6ha  
/h） 

220kg 

/10a 
株間  

       66cm 
畝幅 

33cm 

 
火山性 

基 肥 
 
追 肥 

 
6/12 

 
 

9/11 
 

 

kg/10a 

8.0 

4.6 

 

尿素1％ 

（葉面散布） 

kg/10a 

16.0 

 

kg/10a 

11.2 
 月 日 1回目 

（時期： 6/14 ） 

2回目 

（時期：   ） 

3回目 

（時期：   ）  

 
 

除草剤散布 病 害 虫 防 除（植物成長調整剤等） 収穫 
備  考 

時 期 剤名・散布量 対象病害虫名 時 期 使 用 薬 剤・散布量 収穫機械 収穫 
期間 

 5月8日 ﾛﾛｯｸｽ 150g/
反 

殺菌剤 13回 
殺虫剤  5回 

4/6 
6/22 
6/22 
6/28 
7/5 
7/5 
7/15 
7/15 
7/19 
7/19 
7/24 
7/24 
8/1 
8/9 
8/14 
8/14 
8/14 
8/21 
8/21 
8/28 
9/5 
9/11 

 

ﾓﾝｾﾚﾝ（200倍） 

ﾓﾍﾞﾝﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ(4000倍) 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

ｿﾞｰﾍﾞｯｸ（2000倍） 

Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ（500倍） 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

コルト顆粒（4000倍） 

ｴｷﾅｲﾝ（2000倍） 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ（500倍） 

ｳﾗﾗDF（4000倍） 

ﾎｸｻﾝﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ（1500倍） 

ﾎｸｻﾝﾌﾛﾝｻｲﾄﾞ（1500倍） 

ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲ（1000倍） 

ﾊﾞｲｽﾛｲﾄﾞ（2000倍） 

Zﾎﾞﾙﾄﾞｰ（500倍） 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

コルト顆粒（4000倍） 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾟﾝｺｾﾞﾌﾞ(500倍) 

機械名称 
ﾎﾟﾃﾄﾊｰﾍﾞｽﾀｰ 
 
収穫能力 
（a/日） 
50～60a/日 

9月1日 
～ 

10月25日 
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５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈写真添付可〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

・酪農家と堆肥と麦稈を交換しながら、てんさい作
付け時には有機物として堆肥4～5ｔ/反投入し、土づ
くりに取り組んでいる。 
・秋小麦、馬鈴しょ、てん菜の他、大豆や春小麦を導
入し輪作体系を確立している。 
・秋小麦収穫後に緑肥を投入し、地力向上に取り組
んでいる。 
 

・早期枯凋しやすいコナヒメの茎持ち改善のため、基
肥＋培土前追肥の前半型の施肥設計としており、状
況に応じて尿素（1％）の葉面散布を実施している。 

・疫病防除は初期の予防に努めるとともに、銅剤など
も併せて使用しながら軟腐病などの腐敗対策を実
施。 

・生育期間確保の為、植付けは早くできるよう心掛け
ている 

 
 

 

 

６．その他特記事項 

・7/3撮影 
・植付以降順調に推移、中平氏圃場、清里町全体とし
ても良好な状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・7/3撮影 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・7/28撮影 
・例年より早く小麦収穫が始まっており、小麦に降雨
は禁物だが馬鈴しょや、てん菜は水不足の状況となっ
てきている。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・8/22 5株抜き取り 
・重量 上芋 6,890g 69個 

 小玉  90g 4個 
・8/22に茎長計測実施… 128㎝  茎数 3.6本/株 

 ・この時期の重量としては非常に良く、収穫までには更
に増えると期待。 
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・8/22撮影 
・黄変が始まってきているのが気になる状況。 
・茎は倒伏し、下葉に農薬が届きずらい状況になって 
いる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・9/13撮影 
 ・猛暑により黄変 

・猛暑の影響プラス、下葉まで防除が届きにくい状況
もあり、９月上旬頃から枯れ始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 

・9/26 ５株抜き取り 
・重量 上芋 5,945g 73個 

     小玉  160g  9個 
 ・8/22調査より低い結果となる。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
令和５年産馬鈴しょの状況 
 ・植付以降、生育は順調で作況調査も良好であった。 
 ・7月以降は高温に推移、特に8月中～下旬の猛暑と降水
量不足による干ばつの影響で、例年より早い時期に黄
変してしまい、清里町としても低調な結果に終わって
いる。 

 
 中平氏と町平均の比較 R５年産 
               反収     104.4％  

ライマン価  103.3％ 
              澱粉収量    104.0％ 
 
 ・清里ではコナヒメ作付けが始まり数年経過し、基肥は多め
が主流となっているが、高温、干ばつにより残念な結果とな
った。コナヒメの塊茎肥大はコナフブキと比べても時期が遅
い傾向にあり肥大する時期に枯れてしまい収量が伸びなか
ったと推察する。 

 ・コナヒメの作付割合が約70％となっており、コナヒメの収
量により生産者の所得にも反映される為、引き続き栽培法を
模索したい。 
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      令和５年産 栽培調書 
    

 
 JA 名    JA 豊頃町                   
  

 （フリガナ）   ナカガワグントヨコロチョウ 
               対 象 者   住 所     中川郡豊頃町                 
 （フリガナ）   コザワ ヒサオキ 
                      氏 名     小澤 久興                  

 
１．経営の概要 

家 族 構 成 
経 営 規 模 輪 作 体 系 

輪 作 の 特 徴 
全体 内でん原馬

鈴しょ 令元 令２ 令３ 令４ 令５ 

総 人 員    人 
 
 

稼働人員    人 
47.6ha 

 
5.8ha 

 
小麦 てん

菜 小豆 菜豆 
 

馬鈴し
ょ 豆類を中心とした4年以上の輪作 

（記入上の注意）輪作体系の記入について、作付けが数筆に分かれている場合は、主たる圃場の来歴とする。 
 
２．馬鈴しょの生産状況 

年  産 品種名 
 
栽培面積 
（ha） 

10a当たり収量 
生産量 

 
（kg） 

ライマン価
（％） 

換算でん粉量   
（kg） 農家単収 

（kg） 
平均単収 
（kg） 

令和３年 コナフブキ 4.0 5,218 3,853 208,722 22.3 46,634 

令和４年 コナヒメ 6.7 3,537  236,967 19.6 46,404 

平  均 コナヒメ 5.8  2,945 170,810 20.3 34,674 

令和５年 コナヒメ 5.8 5,928 4,544 343,832 19.2 66,004 

 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。 
        イ．農家単収は，生産量を栽培面積で割りかえした値。 
        ウ．10a当たり収量  平均単収 
          JAにおけるでん粉専用品種（可能であれば品種毎）の平均反収を記入 
               エ．生産量は工場受入重量（歩引き後値） 
        オ．換算でん粉量は生産量×ライマン価 
 
３．技術の内容－１ 

土  壌  改  良 融雪促進 
融
雪
期 

種芋管理 

排 水 対 策 有機物施用 土改資材施用 時 期 
資材名   
散布量 

浴光催芽 カット 

        施工年 
暗  渠 有 無 2016 
明  渠 有 無 
心土破砕 
  普通 有 無 2022 
  有材 有 無  
表面排水 有 無  

          施用年 
堆 肥 
     0kg/10a 
麦 稈 
  （ある、なし） 
緑 肥 
 （作物名、播種日）  

       施用年 
熔りん 
     kg/10a 
炭カル 
     kg/10a 
客 土 
      cm 

月 日 

 

4月2日 

 
実施の場合の 
期間 
 
月 日～ 

月 日 

ｶｯﾃｨﾝｸﾌﾟﾗﾝﾀｰ  
 

手切 
 

カット数 
２ 
３ 
４ 
 

  (記入上の注意)ア．てん菜作付け年には、ライムケーキを500kg/10a程度散布 
イ．心破は毎年自分で施工している 

でん粉原料用馬鈴しょ栽培共励会 
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４．技術の内容－２ 
植  付 

土  性 
施          肥 

培土 
時期 量 方  法 区 分 窒 素 りん酸 加 里 時 期 

5月4日 

平均植付 

400a/日 

240kg/10a 株間  

32cm 
畝幅 

72cm 

沖積土  
基 肥 

 
 

追 肥 
 
 
 
 

kg/10a 

6.4 

 

 

kg/10a 

17.6 

 

 

kg/10a 

5.6 

 

 

 月 日 

5月4日 

 

 

1回目 

（時期：5月14日） 

2回目 

（時期：   ） 

〇回目 

（時期：   ）  

 
 

除草剤散布 病 害 虫 防 除（植物成長調整剤等） 収穫 
備  考 

時 期 剤名・散布量 対象病害虫名 時 期 使 用 薬 剤・散布量 収穫機械 収穫 
期間 

5月19日 フルミオWD
G 10g 

黒あざ病 
そうか・黒あし病 
疫病 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
疫病 
疫病（夏疫病） 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
疫病（夏疫病） 
疫病（夏疫病） 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
疫病（夏疫病） 
疫病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
疫病（夏疫病） 
疫病（夏疫病） 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

10月13日 

10月13日 

6月21日 

6月27日 

6月27日 

7月4日 

7月11日 

7月11日 

7月18日 

7月28日 

7月28日 

8月11日 

8月11日 

8月11日 

8月21日 

8月27日 

8月27日 

ﾓﾝｶｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ40 200倍 
ｱｸﾞﾚﾌﾟﾄ液剤 100倍 
ﾘﾗｲｱﾌﾞﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙ 800倍 
ｿﾞｰﾍﾞｯｸｴﾝｶﾝﾃｨｱSE 2000倍 
ﾍﾟｲｵﾌME液剤 2000倍 
ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000倍 
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞ顆粒水和剤 1000倍 
ｳﾗﾗDF 3000倍 
ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000倍 
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞ顆粒水和剤 1000倍 
ｹﾞｯﾄｱｳﾄWDG 3000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 500倍 
ﾚｰﾊﾞｽﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1500倍 
ｱｸﾀﾗ顆粒水和剤 3000倍 
ﾎﾗｲｽﾞﾝﾄﾞﾗｲﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000倍 
ｸﾞﾘｰﾝﾀﾞｲｾﾝM水和剤 500倍 
ﾓｽﾋﾟﾗﾝSL液剤 3000倍 

機械名称 
新道東制
ハーベス
ター 
（型式不
明） 
※20年近
く使用 
 
 
収穫能力 
（a/日） 
70～ 
100a/日 

9月5日 
～ 

10月20日 
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５．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に〈写真添付可〉） 

技術上の工夫 収量向上・品質改善の努力 

・豆中心であるものの馬鈴しょは加工用・でん原用を

それぞれ作付しており、4年以上の輪作を遵守した作

付を心掛けている。 
・アスパレーションシステムを採用したJAの貯蔵庫

において保管し、規格分け及び消毒済みの種馬鈴しょ

を使用している。S/M/Lの規格別に植付けを行い、切

片の大きさにバラつきがなくなるよう意識している。 
・4畦のカッティングプランターに欠株補充装置を取

り付け、欠株率の低下と作業効率の向上を両立してい

る。 

・コナヒメは麦の前作としての早掘りが中心となっ

ているため、疎植栽培により1個重を増やして収量を

確保している。同様の理由により、早掘りすると費用

対効果が低いと考えられるため追肥していない。 
・直播てん菜作付け前にはライムケーキを500kg/10a
程度施用するなど、作物毎の適正pHを考慮して土づ

くりをしている。 

・上記防除一覧のとおり、夏疫病の防除に特に重点的

に取り組んできた。農家単収が確保できたのは効果が

あったものと推察している。 
・透排水性対策として、前作収穫後に心土破砕をかけ

て圃場を準備。また地区的に沖積土の畑が多いため、

明渠・暗渠を施工している。 
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６．その他特記事項 

・地域の生産者との情報交換で得た新規有用技術は

率先して導入し検証。 
・自動操舵システムを活用し、植付から各種管理作業

の精度向上・労力軽減を図っている。 
 

・修理しながら代々使用しているハーベスター 
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